
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見渡神社の鎮座は応永年間（１４００年ころ）とされ、境内にはブナやコナラ、

アカシデの大木もあり、信仰上特別な保護がされてきたものと推測されます。 

昭和６０（１９８５）年の調査では、６７種の樹木、２７科６７種の草木類が 

確認され、境内林一帯が貴重な植生群であることがわかりました。 
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